
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽内に給湯を行うための給湯装置本体と、この給湯装置本体を遠隔操作するための遠
隔操作装置と、入浴者の心拍信号を検出するための心拍信号検出手段と、前記心拍信号検
出手段によって検出された心拍信号に基づいて入浴者の心拍数を計測する計測手段と、を
備える浴室システムであって、
　前記計測手段によって計測された心拍数

　

　

を備えることを特徴とする浴室システム。
【請求項２】
　

【請求項３】
　前記遠隔操作装置は、給湯運転状態を表示可能な表示手段と音声を出力可能な音声出力
手段とを備えており、
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が前回の入浴時における心拍数に対して所定値
以上上昇しているか否かを判別する上昇判別手段と、

前記上昇判別手段によって心拍数が所定値以上上昇していると判別されたとき、心拍数
の上昇の原因が水温及び水位量にあるか否かを判別する原因判別手段と、

前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にあると判別されたと
き、心拍数の上昇を回避する処理を施す回避処理手段と、

前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にないと判別されたと
き、前記遠隔操作装置において異常報知させる報知制御手段を備える、請求項１に記載の
浴室システム。



　前記報知制御手段は、
とき、前記表示手段によって異常表示させる、または／および前記音

声出力手段によって異常音声出力させる、請求項 に記載の浴室システム。
【請求項４】
　
　

、請求項１
ないし３のいずれかに記載の浴室システム。
【請求項５】
　入浴者の浴槽内における動きを検出する入浴者検出手段
　
　 記入浴者検出手段によって入浴者の浴槽内における動きがないと検出され、かつ前記
計測手段によって計測された心拍数に異常があったとき、

、請求項１ないし４のいずれかに記載の浴室シ
ステム。
【請求項６】
　 は、前記入浴者検出手段によって入浴者の浴槽内における動きがない
と検出され、かつ前記計測手段によって計測された心拍数に異常があったとき

、請求項 に記載の浴室システム。
【請求項７】
　前記遠隔操作装置は、浴室内に設けられた浴室内遠隔操作装置と、浴室外に設けられた
浴室外遠隔操作装置とによって構成されており、
　前記浴室内遠隔操作装置は、入浴者が前記浴室内遠隔操作装置を操作して前記浴室外遠
隔操作装置との間で通話を行う際、前記浴室外遠隔操作装置からの返答信号がある場合に
通話を可能とする通話制御手段を備え、
　前記通話制御手段は、前記計測手段によって計測された心拍数に異常があったとき、前
記浴室外遠隔操作装置と前記浴室内遠隔操作装置とにおける通話を可能にする、請求項１
ないし６のいずれかに記載の浴室システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願発明は、浴槽内に給湯を行うとともに、入浴者の心拍数などにより入浴者の状態を検
出することのできる浴室システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、浴槽などに給湯を行う給湯装置としては、給湯装置本体と、それに２芯ケーブ
ル等によって接続された浴室リモコンや台所リモコンとを備えて構成されている。
【０００３】
給湯装置本体は、給湯用、風呂追い焚き用および温水暖房用等の熱交換器を備える燃焼ユ
ニットと、この燃焼ユニットを制御するマイクロコンピュータ（以下、単に「マイコン」
という。）を備える制御部とが設けられている。一方、浴室リモコンや台所リモコンは、
給湯装置本体の給湯運転を遠隔操作するためのものであり、操作スイッチや液晶表示器等
を有する操作表示部が備えられている。浴室リモコンや台所リモコンには、給湯装置本体
から２芯ケーブル等の接続線を介して電源が供給される。
【０００４】
一方、浴槽内に溜められた湯水に浸っている入浴者の心拍数を計測する計測装置が提案さ
れている（たとえば、特許文献１参照。）。この計測装置によれば、浴槽の内側側壁に複
数の心拍検出用の電極が設けられ、この心拍検出用の電極によって検出された心拍信号に
基づいて心拍数が求められ、計測装置に設けられた表示部にその心拍数が表示されるよう
になっている。
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前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量
にないと判別された

２

浴槽内に水を供給するための水供給手段を備え、
前記回避処理手段は、前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量

にあると判別されたとき、前記水供給手段によって前記浴槽内に水を供給する

と、
浴槽内に設けられ、この浴槽内に溜められた湯水を排出するための排出手段と、
前

前記排出手段によって浴槽内の
湯水を排出する排出制御手段と、を備える

前記報知制御手段
、前記遠隔

操作装置において異常報知させる ５



【０００５】
【特許文献１】
特開平５－１１１４７０号公報
【０００６】
また、上記計測装置に対して上記給湯装置本体から電源を供給し、上記計測装置で計測し
た心拍数を上記浴室リモコン等の操作表示部に表示する浴室システムも提案されている。
上記浴室システムによれば、ユーザの入浴中に心拍数が計測されると、たとえば浴室リモ
コンの操作表示部にその心拍数が表示され、これにより、ユーザは、自己の心拍数を確認
することができ、健康を管理するための情報として活用することができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来では、入浴者の心拍数などから入浴者の状態を検知し、その状態に対
して相応の処置を行うものは存在しなかった。すなわち、たとえば浴室リモコンや台所リ
モコンには、計測装置で計測された、入浴者の心拍数が表示されるだけであり、入浴中に
ユーザの状態に異変が生じたことを、その心拍数から推測して何らかの処置を行うもので
はない。
【０００８】
【発明の開示】
本願発明は、上記した事情のもとで考え出されたものであって、入浴者の心拍数から入浴
者の状態を検知し、それに基づいて相応の処置を施すことができる浴室システムを提供す
ることを、その課題とする。
【０００９】
上記の課題を解決するため、本願発明では、次の技術的手段を講じている。
【００１０】
　本願発明にかかる浴室システムは、浴槽内に給湯を行うための給湯装置本体と、この給
湯装置本体を遠隔操作するための遠隔操作装置と、入浴者の心拍信号を検出するための心
拍信号検出手段と、前記心拍信号検出手段によって検出された心拍信号に基づいて入浴者
の心拍数を計測する計測手段と、を備える浴室システムであって、前記計測手段によって
計測された心拍数

を備えることを特徴と
している。
【００１１】
　この発明によれば、

【００１２】
　好ましい実施の形態によれば、

【００１３】
　この構成によれば、
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が前回の入浴時における心拍数に対して所定値以上上昇しているか否か
を判別する上昇判別手段と、前記上昇判別手段によって心拍数が所定値以上上昇している
と判別されたとき、心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にあるか否かを判別する原因判
別手段と、前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にあると判別
されたとき、心拍数の上昇を回避する処理を施す回避処理手段と、

入浴時の心拍数が前回の入浴時の心拍数に比べ、所定値以上上昇し
ている場合には、心拍数が上昇した原因が水温や水位量にあるか否かが判別される。心拍
数が上昇した原因が水温や水位量にあると判別されたとき、回避処理手段によって心拍数
が上昇した原因を回避する処理、たとえば水温や水位量を適当な値になるような処理が施
される。そのため、入浴者の入浴中における事故を未然に防止することができるとともに
、各入浴者に応じた精度の高い判別を行うことができる。

前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及
び水位量にないと判別されたとき、前記遠隔操作装置において異常報知させる報知制御手
段を備える。

心拍数が所定値以上上昇している場合であって、心拍数が上昇した
原因が水温や水位量にないと判別されたとき、心拍数が上昇したのは入浴者自身によるも
のとして、異常報知が行われる。そのため、遠隔操作装置において異常が報知されるので
、入浴者以外の者に入浴者の状態を知らせることができる。たとえば遠隔操作装置が台所



【００１４】
　好ましい実施の形態によれば、

【００１５】
　この構成によれば、

【００１６】
　他の好ましい実施の形態によれば、

【００１７】
　この構成によれば、

【００１８】
　他の好ましい実施の形態によれば、入浴者の浴槽内における動きを検出する入浴者検出
手段
前記入浴者検出手段によって入浴者の浴槽内における動きがないと検出され、かつ前記計
測手段によって計測された心拍数に異常があったとき、

【００１９】
　この構成によれば、入浴者の浴槽内における動きがないと検出され、かつ入浴者の心拍
数に異常があったとき、

【００２０】
　他の好ましい実施の形態によれば、前記 は、前記入浴者検出手段によって
入浴者の浴槽内における動きがないと検出され、かつ前記計測手段によって計測された心
拍数に異常があったとき、
【００２１】
　この構成によれば、入浴者の浴槽内における動きがないと検出され、かつ計測された心
拍数に異常があったとき、

【００２２】
他の好ましい実施の形態によれば、前記遠隔操作装置は、浴室内に設けられた浴室内遠隔
操作装置と、浴室外に設けられた浴室外遠隔操作装置とによって構成されており、前記浴
室内遠隔操作装置は、入浴者が前記浴室内遠隔操作装置を操作して前記浴室外遠隔操作装
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などに設けられていると、台所にいた入浴者以外の者は、入浴者の心拍数に異常が生じた
ことを確実に知ることができ、たとえば即座に浴室に向かい入浴者を保護するといったこ
とができ、安全性が向上された浴室システムを提供することができる。また、上記浴室シ
ステムによれば、心拍数に異常があったとき、入浴者はたとえば通話スイッチを自力で押
さなくても、自動で入浴者以外の者に知らせることができる。

前記遠隔操作装置は、給湯運転状態を表示可能な表示手
段と音声を出力可能な音声出力手段とを備えており、前記報知制御手段は、前記原因判別
手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にないと判別されたとき、前記表示手
段によって異常表示させる、または／および前記音声出力手段によって異常音声出力させ
る。

心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にないと判別されたとき、表
示手段によって異常表示させる、または／および音声出力手段によって異常音声出力させ
るので、入浴者以外の者には、視覚のみならず聴覚をも通じて異常が報知されることにな
り、入浴者以外の者は、入浴者の状態が異常な状態になったことを即座に知ることができ
る。

浴槽内に水を供給するための水供給手段を備え、前
記回避処理手段は、前記原因判別手段によって心拍数の上昇の原因が水温及び水位量にあ
ると判別されたとき、前記水供給手段によって前記浴槽内に水を供給する。

心拍数の異常上昇の原因が水温及び水位量にあると判別されたとき
、浴槽内に水が供給されるので、水温及び水位量を迅速に変化させることができ、心拍数
の上昇を確実に回避することができる。

と、浴槽内に設けられ、この浴槽内に溜められた湯水を排出するための排出手段と、

前記排出手段によって浴槽内の湯
水を排出する排出制御手段と、を備える。

排出手段によって浴槽内の湯水を排出するので、入浴者が浴槽内
において入浴中に、たとえば意識を失ったとき、入浴者が浴槽内で溺れてしまうといった
ことを防止することができる。

報知制御手段

前記遠隔操作装置において異常報知させる。

遠隔操作装置において異常報知するので、心拍信号検出手段は
、入浴者の浴槽内における動きがないことからノイズの少ない良好な心拍信号を取り入れ
て、より正確に心拍信号の検出を行うことができ、異常報知の精度を高めることができる
。



置との間で通話を行う際、前記浴室外遠隔操作装置からの返答信号がある場合に通話を可
能とする通話制御手段を備え、前記通話制御手段は、前記計測手段によって計測された心
拍数に異常があったとき、前記浴室外遠隔操作装置と前記浴室内遠隔操作装置とにおける
通話を可能にする。
【００２３】
この構成によれば、計測された心拍数に異常があったとき、浴室外遠隔操作装置（たとえ
ば台所リモコン）と浴室内遠隔操作装置（たとえば浴室リモコン）とにおける通話を可能
にするので、入浴者は、たとえば通話可能にするための操作を行う必要がなく、また、そ
の操作に応じた浴室外遠隔操作装置（たとえば台所リモコン）からの返答信号がないにも
かかわらず、入浴者以外の者と通話ができる。そのため、入浴者は、たとえば入浴者以外
の者に助けを求めるための声を出せば、即座に自己の状態を浴室以外の場所にいる者に知
らせることができる。
【００２４】
本願発明のその他の特徴および利点は、添付図面を参照して以下に行う詳細な説明によっ
て、より明らかとなろう。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本願発明の好ましい実施の形態を、添付図面を参照して具体的に説明する。
【００２６】
＜第１実施形態＞
図１は、本願発明の第１実施形態にかかる浴室システムを示す概略構成図である。図２は
、この浴室システムの電気的構成を示す図である。この浴室システムは、給湯装置本体１
と、これを遠隔操作するための台所リモコン２および浴室リモコン３と、入浴者の心拍数
を計測するための計測装置４と、浴槽Ｂ内の湯水の水位を検出するための水位センサ５と
、入浴者の心拍信号を検出するための複数の心拍電極６ａ，６ｂ，６ｃ（以下、総称する
ときは「心拍電極６」という。）とによって概略構成されている。給湯装置本体１は、２
芯ケーブル７を介して台所リモコン２、浴室リモコン３、および計測装置４を接続してい
る。
【００２７】
給湯装置本体１は、図２に示すように、たとえば住宅の屋外に設置され、給湯用、風呂追
い焚き用、または温水暖房用の熱交換器、各種燃焼器、および各種バルブなど（いずれも
図示せず）を含む燃焼ユニット１０と、給湯装置本体１の全体動作を制御する制御部１１
と、通信部１４とを備えている。
【００２８】
制御部１１は、たとえば電子部品が搭載された１枚のプリント基板によって構成され、マ
イクロコンピュータ１２（以下、「本体側マイコン１２」という）、およびＥＥＰＲＯＭ
１３などを有している。本体側マイコン１２は、給湯装置本体１の制御中枢となるもので
あり、図示しないＲＯＭに記憶されている運転実行プログラム、あるいは台所リモコン２
または浴室リモコン３や図示しない暖房用機器などから送られる操作信号などに基づいて
、各種燃焼器の燃焼状態や各種バルブの開閉状態を制御する。
【００２９】
また、本体側マイコン１２は、計測装置４から入浴者の心拍数の情報を受け取ると、それ
を通信部１４を介して台所リモコン２や浴室リモコン３に対して送信する。
【００３０】
ＥＥＰＲＯＭ１３は、各種のデータを必要に応じて記憶するものである。
【００３１】
通信部１４は、台所リモコン２または浴室リモコン３との通信を行うためのものであり、
所定の変復調方式に基づいた変復調回路によって構成されている。給湯装置本体１から台
所リモコン２および浴室リモコン３に対しては、２芯ケーブル７を介して電源供給（たと
えばＤＣ１５Ｖ）がされており、上記通信部１４において変調されたデータ信号は、電源
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電圧に重畳され、この２芯ケーブル７を介して台所リモコン２および浴室リモコン３に伝
達される。また、台所リモコン２および浴室リモコン３から上記２芯ケーブル７を介して
伝達された操作信号としてのデータ信号は、上記通信部１４において復調され、本体側マ
イコン１２に送られる。
【００３２】
台所リモコン２は、図３に示すように、たとえばキッチンの流し台近傍に設置された略直
方体形状のケースを備えており、ユーザによる操作に基づいて給湯装置本体１を遠隔操作
するものである。台所リモコン２は、制御部２１、通信部２２、表示部２３、および操作
部２４を備えている。制御部２１は、マイクロコンピュータ２５（以下、単に「台所側マ
イコン２５」という）、およびＥＥＰＲＯＭ２６を備えている。
【００３３】
台所側マイコン２５は、この台所リモコン２の制御を司るものであり、図示しないＲＯＭ
によって記憶されている運転実行プログラムや、ユーザによる操作部２４の操作内容に基
づいて、各部の動作制御やデータ処理を実行し、たとえば給湯温度、風呂湯温の設定温度
、およびバーナの点火状況などを必要に応じて表示部２３に表示したり、スピーカ２４ｄ
（後述）から給湯運転に関する情報を音声にして出力したりする。
【００３４】
また、台所側マイコン２５は、計測装置４によって計測された入浴者の心拍数の情報を給
湯装置本体１から通信部２２を介して受け取ると、表示部２３に表示させる機能を有する
。
【００３５】
ＥＥＰＲＯＭ２６は、各種のデータを必要に応じて記憶するものである。
【００３６】
通信部２２は、給湯装置本体１や浴室リモコン３との通信を行うためのものであり、所定
の変復調方式に基づいた変復調回路によって構成されている。給湯装置本体１あるいは浴
室リモン３から２芯ケーブル７を介して伝達されたデータ信号は、この通信部２２におい
て復調され、台所側マイコン２５に送られる。また、通信部２２において変調されたデー
タ信号は、２芯ケーブル７を介して給湯装置本体１あるいは浴室リモン３に伝達される。
【００３７】
表示部２３は、図３に示したように、たとえば多数の蛍光体をドットマトリクス状に配置
した蛍光管や液晶ディスプレイ装置などからなり、台所側マイコン２５からの指令により
風呂湯の設定温度やバーナの点火状況などを表示する。さらに、計測装置４によって計測
された入浴者の心拍数の情報を表示する。そのため、たとえば高齢者や要介護者などが入
浴しているときに、入浴者以外の者がその入浴者の状態を入浴者の心拍数などを通じて台
所において監視することができる。
【００３８】
操作部２４は、ユーザによって給湯運転や暖房運転などを行うために操作されるものであ
って、複数のキースイッチからなる。具体的には、運転の発停を行うためのスイッチ２４
ａ、湯水の温度の設定などといった各種の設定を行うための設定スイッチ２４ｂ、ユーザ
の操作により自動で湯張りや保温などを行うための風呂自動スイッチ２４ｃ、およびたと
えば台所にいる入浴者以外の者が必要に応じて入浴者と通話するための通話スイッチ２４
ｄなどが設けられている。ユーザによって、これらのキースイッチが操作されると、その
操作信号が台所側マイコン２５に送られる。なお、図３中、符号２４ｅはスピーカを示す
。
【００３９】
一方、浴室リモコン３は、図４に示すように、浴室内の浴槽の近傍などに設置された、防
水機能が施されたケースを備えており、台所リモコン２と同様に、給湯装置本体１を遠隔
操作するものである。浴室リモコン３は、図２に示すように、制御部３１、通信部３２、
表示部３３、および操作部３４を備えている。制御部３１は、マイクロコンピュータ３５
（以下、単に「浴室側マイコン３５」という）、およびＥＥＰＲＯＭ３６を備えている。
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【００４０】
浴室側マイコン３５は、この浴室リモコン３の制御を司るものであり、図示しないＲＯＭ
によって記憶されている実行プログラムや、ユーザによる操作部３４の操作内容に基づい
て、各部の動作制御やデータ処理を実行し、たとえば給湯温度、風呂湯温の設定温度、お
よびバーナの点火状況などを必要に応じて表示部３３に表示したり、スピーカ３４ｇ（後
述）から給湯運転に関する情報を音声にして出力したりする。
【００４１】
また、浴室側マイコン３５は、計測装置４によって計測された入浴者の心拍数の情報を給
湯装置本体１から通信部３２を介して受け取ると、表示部３３に表示させる機能を有する
。
【００４２】
ＥＥＰＲＯＭ３６は、各種のデータを必要に応じて記憶するものである。
【００４３】
通信部３２は、給湯装置本体１や台所リモコン２との通信を行うためのものであり、所定
の変復調方式に基づいた変復調回路によって構成されている。給湯装置本体１あるいは台
所リモコン２から２芯ケーブル７を介して伝達されたデータ信号は、この通信部３２にお
いて復調され、浴室側マイコン３５に送られる。また、通信部３２において変調された信
号は、２芯ケーブル７を介して給湯装置本体１あるいは台所リモコン２に伝達される。
【００４４】
表示部３３は、図４に示すように、たとえば多数の蛍光体をドットマトリクス状に配置し
た蛍光管や液晶ディスプレイ装置などからなり、台所リモコン２の表示部２３と同様に、
浴室側マイコン３５からの指令により風呂湯の設定温度やバーナの点火状況などを表示す
る。さらに、計測装置４によって計測された入浴者の心拍数の情報を表示する。そのため
、入浴者は、自己の心拍数を把握することができ、健康を管理するための情報として活用
することができる。
【００４５】
操作部３４は、ユーザによって給湯運転を入力するために操作されるものであって、複数
のキースイッチからなる。具体的には、運転の発停を行うためのスイッチ３４ａ、湯水の
温度の設定などといった各種の設定を行うための設定スイッチ３４ｂ、優先スイッチ３４
ｃ、ユーザが操作をすると自動で湯張りや保温などを行うための風呂自動スイッチ３４ｄ
、追い焚き運転を行うための追い焚きスイッチ３４ｅ、および入浴者が必要に応じて台所
にいる者と通話するための通話スイッチ３４ｆなどが設けられている。ユーザによって、
これらのキースイッチが操作されると、その操作信号が浴室側マイコン３５に送られる。
なお、図４中、符号３４ｇはスピーカを示す。
【００４６】
計測装置４は、入浴者の心拍数を計測するためのものであり、浴室内の浴槽Ｂに設けられ
ている。計測装置４は、制御部４１および通信部４２を備えている。制御部４１は、マイ
クロコンピュータ４３（以下、単に「計測側マイコン４３」という）、ＥＥＰＲＯＭ４４
、Ｉ／Ｏ部４５、および信号処理部４６を備えている。Ｉ／Ｏ部４５には水位センサ５が
接続され、信号処理部４６には複数の心拍電極６が接続されている。
【００４７】
計測側マイコン４３は、この計測装置４の制御を司るものであり、図示しないＲＯＭによ
って記憶されている実行プログラムや水位センサ５および心拍電極６からの出力に基づい
てデータ処理を実行する。たとえば、計測側マイコン４３は、心拍電極６によって検出さ
れた心拍信号に基づいて、入浴者の所定時間（たとえば１分間）当りの心拍数を求める。
また、計測側マイコン４３は、求められた心拍数や水位センサ５からの出力などに基づい
て、後述する入浴者の安全監視制御を行う。
【００４８】
ＥＥＰＲＯＭ４４は、各種のデータを必要に応じて記憶するものである。
【００４９】
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信号処理部４６は、心拍電極６によって検出された心拍信号としてのアナログ信号を所定
のディジタル信号に変換して計測側マイコン４３に与えるものである。より具体的には、
信号処理部４６は、図５に示すように、心拍電極６によって検出された心拍信号に含まれ
る高周波のインパルスノイズを除去するための第１フィルタ回路４６ａと、この第１フィ
ルタ回路４６ａによって得られた心拍信号を増幅するための差動増幅回路４６ｂと、差動
増幅回路４６ｂによって増幅された心拍信号に含まれる電源周波数以上のノイズを除去す
るための第２フィルタ回路４６ｃと、この第２フィルタ回路４６ｃによって得られた心拍
信号をさらに増幅するための増幅回路４６ｄとを有している。増幅回路４６ｄは、Ｉ／Ｏ
部４５に接続されている。
【００５０】
通信部４２は、給湯装置本体１との通信を行うためのものであり、所定の変復調方式に基
づいた変復調回路によって構成されている。給湯装置本体１から２芯ケーブル７を介して
伝達されたデータ信号は、この通信部４２において復調され、計測側マイコン４３に送ら
れる。また、通信部４２において変調された信号（たとえば計測側マイコン４３によって
計測された心拍数のデータ信号）は、２芯ケーブル７を介して給湯装置本体１に伝達され
る。
【００５１】
また、計測装置４は、給湯装置本体１からこの２芯ケーブル７を介して電源供給（たとえ
ばＤＣ１５Ｖ）がされており、上記したデータ信号は、電源電圧に重畳されて送られる。
【００５２】
水位センサ５は、浴槽Ｂ内に溜められた湯水の水位を検出するものであり、検出された検
出信号は、Ｉ／Ｏ部４５を介して計測側マイコン４３に送られる。この水位センサ５は、
たとえば浴槽Ｂの水頭圧と大気圧との差圧によって水位を検出するものである。そのため
、受圧部の大気側は、ブリーザパイプ５ａ（図１参照）によって浴室外（大気）に開放さ
れている。
【００５３】
心拍電極６は、図１に示したように、浴槽Ｂ内に設けられている。詳細には、心拍電極６
ａ，６ｂは、浴槽Ｂ内に溜められた湯水に浸っている入浴者の両側、すなわち浴槽Ｂの左
右両側壁に設けられている。また、心拍電極６ｃは、浴槽Ｂの一端側側壁に設けられてい
る。心拍電極６ａ，６ｂ，６ｃは、ほぼ同様の高さ位置に配置されている。この心拍電極
６によって検出された心拍信号は、計測装置４の信号処理部４６に送られる。
【００５４】
次に、この浴室システムにおける制御動作を、図６に示すフローチャートを参照して説明
する。ここでは、入浴者の心拍数に異常があるとき、即座に異常報知を行うようにされて
いる。
【００５５】
まず、計測側マイコン４３は、浴槽Ｂ内の湯水において急激な水位上昇があったか否かの
判別を行う（Ｓ１）。具体的には、水位センサ５の検出出力を監視し、所定時間（たとえ
ば２秒）以内に所定量の水位変化があるか否かに基づいて判別を行う。これにより、計測
側マイコン４３は、入浴者が浴槽Ｂ内にはいったか否かを検出することができる。
【００５６】
ステップＳ１において、急激な水位上昇があり、入浴者が浴槽Ｂ内にはいったと判別した
場合（Ｓ１：ＹＥＳ）、計測側マイコン４３は、心拍信号が検出されたか否かの判別を行
う（Ｓ２）。すなわち、計測側マイコン４３は、心拍電極６によって検出される心拍信号
を監視することによりこの判別を行う。
【００５７】
計測側マイコン４３は、心拍信号が検出されない場合（Ｓ２：ＮＯ）、所定時間経過した
か否かの判別を行い（Ｓ３）、所定時間経過した場合（Ｓ３：ＹＥＳ）、ステップＳ１に
戻る。すなわち、ここでは、入浴者以外のたとえば浴槽用マットや浴槽用椅子などが浴槽
Ｂ内に入れられたと認識する。所定時間経過していない場合（Ｓ３：ＮＯ）、ステップＳ
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２に戻る。
【００５８】
次いで、計測側マイコン４３は、浴槽Ｂ内の湯水において急激な水位低下があったか否か
の判別を行う（Ｓ４）。具体的には、水位センサ５の検出出力を監視し、所定時間以内に
所定量の水位変化があるか否かに基づいて判別を行う。これにより、計測側マイコン４３
は、入浴者が浴槽Ｂから出たことを推測することができる。
【００５９】
計測側マイコン４３は、急激な水位低下があったと判別した場合（Ｓ４：ＮＯ）、心拍信
号が検出されるか否かを判別し（Ｓ５）、心拍信号が検出されない場合（Ｓ５：ＮＯ）、
入浴者が浴槽Ｂから出たと判断する（Ｓ６）。すなわち、計測側マイコン４３は、急激な
水位低下があり、かつ心拍信号が検出されないとき、入浴者が浴槽Ｂから出たと判断し、
本処理を終了する。
【００６０】
一方、ステップＳ４において、急激な水位低下がないと判別したとき（Ｓ４：ＹＥＳ）、
あるいはステップＳ５において心拍信号が検出されたとき（Ｓ５：ＹＥＳ）、計測側マイ
コン４３は、信号処理部４６において所定のディジタル信号に変換された心拍信号を取り
入れて、この心拍信号に基づく所定時間（たとえば１分）当りの心拍数を求める。そして
、求めた心拍数に異常があるか否かの判別を行う（Ｓ７）。
【００６１】
心拍数に異常がない場合（Ｓ７：ＹＥＳ）、通信部４２および２芯ケーブル７を介して、
求めた心拍数の情報を給湯装置本体１に送る。給湯装置本体１は、通信部１４および２芯
ケーブル７を介して、心拍数の情報を浴室リモコン３に送信する。浴室リモコン３の浴室
側マイコン３５は、計測装置４から送られた心拍数の情報を、図４に示すように、表示部
３３にハートマークとともに表示する（Ｓ８）。その後、処理は、ステップＳ４に戻る。
なお、この心拍数の情報は、計測装置４から給湯装置本体１を経由して台所リモコン２に
送られ、台所リモコン２の台所側マイコン２５によって、図３に示すように、表示部２３
にハートマークとともに表示されるようにしてもよい。また、本実施形態では、計測装置
４を給湯装置本体 1を介して台所リモコン２および浴室リモコン３と通信可能に接続して
いるが、計測装置４を台所リモコン２および浴室リモコン３と通信可能に接続し、計測装
置４で計測された心拍数の情報を直接、台所リモコン２および浴室リモコン３に伝送する
ようにしてもよい。
【００６２】
一方、ステップＳ６において、心拍数に異常がある場合（Ｓ７：ＮＯ）、異常のある旨の
情報を、給湯装置本体１を経由して台所リモコン２に送信する。台所リモコン２の台所側
マイコン２５は、計測装置４から送られた異常情報を表示部２３に表示する（Ｓ９）。あ
るいは、スピーカ２４ｅを通じて異常があった旨を音声出力する。このように、入浴者以
外の者には、視覚のみならず聴覚をも通じて異常が報知されるので、入浴者以外の者は、
入浴者の状態が異常な状態になったこと即座に知ることができる。
【００６３】
なお、上記異常情報は、計測装置４から給湯装置本体１を経由して浴室リモコン３に送ら
れ、浴室リモコン３の浴室側マイコン３５によって表示部３３に表示されるようにしても
よいし、スピーカ３４ｇを通じて異常があった旨を音声出力するようにしてもよい。
【００６４】
ここで、計測側マイコン４３が、心拍数に異常があると判別するときの条件について説明
すると、入浴者の心拍数が急激に上昇または下降した場合に、心拍数に異常があると判別
する。また、浴槽Ｂ内の湯水の水位が一旦上昇した後、湯水の水位が低下しないのにもか
かわらず、心拍数が検出できなかった場合に、心停止の可能性があるとして、心拍数に異
常があると判別する。さらには、心拍数が所定範囲内を外れている場合に、心拍数に異常
があると判別する。これらの条件のうち、いずれか一つが満たされたとき、心拍数に異常
があると判別してもよいし、複数の条件が満たされたとき、心拍数に異常があると判別し
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てもよい。
【００６５】
このように、本実施形態によれば、浴槽Ｂ内で湯水に浸かっている入浴者の心拍信号を検
出し、その心拍信号から心拍数を計測し、その心拍数に異常があったとき、台所リモコン
２や浴室リモコン３において異常報知させるので、入浴者以外の者に入浴者の状態を知ら
せることができる。たとえば台所にいた入浴者以外の者は、入浴者の心拍数に異常が生じ
たことを台所リモコン２による表示によって確実に知ることができ、たとえば即座に浴室
に向かい入浴者を保護するといったことができる。すなわち、安全性が向上された浴室シ
ステムを提供することができる。
【００６６】
また、この実施形態によれば、心拍数に異常があったとき、入浴者はたとえば通話スイッ
チ３４ｆを自力で押さなくても、自動的に入浴者以外の者に知らせることができる。また
、上記実施形態によれば、浴槽Ｂ内の急激な水位の変化を検知することによって、入浴者
の浴槽Ｂへの出入りを判別することができ、入浴者が浴槽Ｂ内にいるときに心拍数を検知
するようにしたので、心拍数を検知する際、誤検知の可能性を抑えることができる。
【００６７】
＜第２実施形態＞
図７は、本願発明の第２実施形態にかかる浴室システムを示す概略構成図である。この第
２実施形態にかかる浴室システムでは、入浴者の心拍数に異常がある場合、浴槽Ｂ内の湯
水を即座に排水するように制御される点に特徴がある。
【００６８】
具体的には、同図に示すように、浴槽Ｂの底には、湯水を排水するための自動排水栓５１
が設けられ、この自動排水栓５１は、給湯装置本体１の本体側マイコン１２によってその
開閉が制御される。その他の構成については、上記した第１実施形態と略同様である。
【００６９】
　この構成の浴室システムでは、図６において、ステップＳ８の次に湯水の排水処理を行
うステップが追加されたフローチャートが適用され、上記心拍数に異常があった場合、表
示や音声で報知するだけでなく、浴槽Ｂ内の湯水を即座に排水する。すなわち、計測側マ
イコン４３は、心拍数に異常があると判別した場合（図６のステップ ：ＮＯ参照）、
その旨を２芯ケーブル７を介して本体側マイコン１２に送信する。本体側マイコン１２は
、心拍数に異常がある旨の信号を計測側マイコン４３から受け取ると、台所リモコン２に
送信して異常情報を表示部２３に表示させるとともに、スピーカ２４ｅを通じて音声出力
させ、さらに自動排水栓５１を閉状態から開状態にして、浴槽Ｂ内の湯水を即座に排水す
るように制御する。
【００７０】
このようにすれば、入浴者が浴槽Ｂ内において入浴している場合に、たとえば意識を失っ
たとき、入浴者が浴槽Ｂ内で溺れてしまうといったことを防止することができる。
【００７１】
＜第３実施形態＞
図８は、本願発明の第３実施形態にかかる浴室システムの電気的構成を示す図である。上
記第１または第２実施形態においては、計測装置４によって計測された心拍数が異常であ
ることに基づいて外部に異常報知を行ったが、この第３実施形態では、入浴者の呼吸停止
を判断したことに基づいて外部に異常報知を行うようにされている。
【００７２】
計測側マイコン４３は、水位センサ５によって検出される浴槽Ｂ内の水位の周期的変動に
基づいて、入浴者の呼吸停止を判別する。すなわち、浴槽Ｂ内の湯水に浸かっている入浴
者は、通常、入浴中において呼吸を行っているため、その呼吸に応じて浴槽Ｂ内の湯水の
表面は、かすかに波打ち、正常な呼吸を続けると、浴槽Ｂ内の湯水の水位は周期的に変動
するようになる。そのため、水位センサ５によってその水位の周期的変動を検知すること
により、入浴者が呼吸をしているか否かを判別することができる。
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【００７３】
また、この第３実施形態においては、図８に示すように、計測装置４は、水位変動解析部
５２および心拍変動解析部５３を備えている。水位変動解析部５２は、水位センサ５を接
続するとともに、Ｉ／Ｏ部４５に接続されている。また、心拍変動解析部５３は、複数の
心拍電極６を接続するとともに、Ｉ／Ｏ部４５に接続されている。
【００７４】
水位変動解析部５２は、水位センサ５で検出した浴槽Ｂ内の湯水の水位変動に基づいて水
位変動波形の周波数成分を解析するものである。水位変動波形とは、入浴者の呼吸によっ
て変動する水位の時間的な変位を示す波形である。水位は、入浴者の呼吸によって変動す
るため、入浴者の息を吸う動作と吐く動作に対応して上昇と下降とを繰り返す。水位セン
サ５によって検出される水位変動を示す信号は、正弦波的に変動する信号となるが、歪波
形であるため、呼吸の周期に対応した基本周波数のほかに他の周波数成分も含んだものと
なっている。水位変動解析部５２は、たとえばスペクトラムアナライザやＦＦＴ（ Fast F
ourier Transform）アナライザなどで構成され、水位変動を示す信号に含まれる周波数成
分を抽出する。
【００７５】
また、心拍変動解析部５３は、信号処理部４６から出力される心拍信号に含まれる周波数
成分を解析するものである。心拍数は、入浴者の息を吸う動作に応じて上昇し、息を吐く
動作に応じて下降するように変動することが知られている。したがって、信号処理部４６
から出力される心拍信号は、その周波数が入浴者の呼吸動作に応じて上下に変動する信号
（呼吸動作を周期とする信号でＦＭされた信号に類似した信号）となっている。心拍変動
解析部５３も、たとえばスペクトラムアナライザやＦＦＴアナライザなどで構成され、心
拍信号に含まれる周波数成分を抽出する。
【００７６】
計測側マイコン４３は、心拍変動解析部５３で求められた、心拍波形の周波数成分と、水
位変動解析部５２で求められた、水位波形の周波数成分とを比較し、両者において、入浴
者の呼吸動作の周期に対応した周波数成分（以下、この周波数成分を同期成分という。）
があるか否かを判別する。そして、同期成分の有無に基づいて、ユーザに対して異なる報
知を行う（後述）。
【００７７】
図９は、第３実施形態にかかる浴室システムの制御動作を示すフローチャートである。同
図における制御動作は、図６における制御動作と同様の部分があり、すなわち、図６のお
けるステップＳ１～Ｓ６と、図９におけるステップＳ１１～Ｓ１６とは同様であるため、
以下では異なる制御動作について説明する。
【００７８】
ステップＳ１４において急激な水位低下がなければ（Ｓ１４：ＹＥＳ）、あるいはステッ
プＳ１５において心拍信号が検出されれば（Ｓ１５：ＹＥＳ）、計測側マイコン４３は、
水位センサ５の検出出力に基づいて浴槽Ｂ内に溜められた湯水の水位に周期的な変動があ
るか否かを検出する（Ｓ１７）。すなわち、入浴者が浴槽Ｂ内に入り湯水に浸かると、通
常、入浴者の呼吸による振動が湯水に伝わり、周期的な水位の変動として表れる。したが
って、入浴者が浴槽Ｂ内に入ったことを判断したのにもかかわらず、水位の周期的な変動
がない場合、入浴者の呼吸が停止したと判別する。
【００７９】
計測側マイコン４３は、ステップＳ１７において、水位センサ５の検出出力に基づいて湯
水の水位に周期的な変動がないと判別した場合（Ｓ１７：ＮＯ）、入浴者の呼吸が停止し
たと判断し（Ｓ１８）、台所リモコン２の表示部２３および浴室リモコン３の表示部３３
において異常表示させる（Ｓ１９）。また、スピーカ２４ｅまたはスピーカ３４ｇを通じ
て異常音声出力をさせる。この場合の異常表示および異常音声出力は、入浴者の呼吸が停
止したといった危険な状態であり、緊急を有するものであるので、点滅して異常表示させ
たり、比較的大きな音声で出力させたりすることが望ましい。これにより、入浴者の呼吸
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が停止するといった危険な状態を、入浴者以外の者に即座に知らせることができ、入浴者
以外の者は、迅速な対応をとることができる。
【００８０】
なお、ステップＳ１９において異常報知させる際、本端側マイコン１２は、自動排水栓５
１を閉状態から開状態にして、浴槽Ｂ内の湯水を即座に排水するように制御してもよい。
【００８１】
一方、ステップＳ１７において、周期的な水位の変動があったと判別した場合（Ｓ１７：
ＹＥＳ）、水位変動解析部５２において水位センサ５によって検出された水位信号に基づ
く水位波形を解析して、水位波形の周波数成分を求める（Ｓ２０）。次いで、心拍変動解
析部５３において心拍電極６によって検出された心拍信号に基づく心拍波形を解析して、
心拍波形の周波数成分を求める（Ｓ２１）。
【００８２】
その後、水位変動解析部５２において求めた水位波形の中心周波数と、心拍変動解析部５
３において求めた心拍波形の中心周波数とを比較し、同期成分があるかないかを判別する
（Ｓ２２）。
【００８３】
同期成分がある場合（Ｓ２２：ＹＥＳ）、心拍数に異常があるか否かを判別する（Ｓ２３
）。すなわち、計測側マイコン４３は、心拍電極６によって検出され計測装置４によって
求められた心拍数に異常があるか否かを判別する。
【００８４】
心拍数に異常がない場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、台所リモコン２の表示部２３および浴室リ
モコン３の表示部３３に入浴者の心拍数を表示させ（Ｓ２４）、処理をステップＳ１４に
戻す。
【００８５】
一方、心拍数に異常がある場合（Ｓ２３：ＮＯ）、台所リモコン２の表示部２３および浴
室リモコン３の表示部３３に異常表示を行う（Ｓ２５）。なお、この場合の異常表示は、
呼吸が停止した場合の異常表示とは異なり、呼吸が停止しているといった危険な状態であ
る旨の表示ではなく、心拍数が正常でないといったやや軽微な異常表示とされる。また、
ステップＳ２２において、同期成分がなかった場合（Ｓ２２：ＮＯ）、呼吸と心拍数とが
一致しないといった、場合によっては事故のおそれがある旨の異常表示を行う（Ｓ２６）
。
【００８６】
このように、浴槽Ｂ内の水位に周期的な変動の有無に基づいて、入浴者の呼吸が停止して
いるか否かを判別することができ、たとえば入浴者の呼吸が停止している場合、通常の異
常報知より過大な報知を行うので、入浴者以外の者は、即座に入浴者の状態を知ることが
でき、迅速な対応をとることができる。
【００８７】
＜第４実施形態＞
図１０は、本願発明の第４実施形態にかかる浴室システムを示す概略構成図である。この
浴室システムが上記の実施形態の浴室システムと異なる点は、浴室内に人体検出センサ５
４が設けられており、この人体検出センサ５４を用いてよりきめ細かく入浴者の動向を検
知し、入浴者の動向と心拍数とを考慮してそれらに異常がある場合はその旨を外部に報知
する点にある。
【００８８】
人体検出センサ５４は、浴室の天井近傍に設けられ、たとえばＣＣＤイメージセンサを利
用した撮像センサなどによって構成されており、入浴者の存在あるいは入浴者の浴室内で
の動向（浴槽Ｂにはいったかあるいは浴槽Ｂから出たかなど）を検知するためのものであ
る。人体検出センサ５４は、計測装置４の計測側マイコン４３にＩ／Ｏ部４５および撮像
信号認識部（図示略）を介して接続されており、人体検出センサ５４によって検出された
検出信号は、撮像信号認識部によって認識され、その認識信号は、計測側マイコン４３に

10

20

30

40

50

(12) JP 3979314 B2 2007.9.19



伝達される。その他の構成については、上記実施形態と略同様である。なお、撮像信号認
識部では、たとえば撮像画像の変化から浴室に動体が存在するか否かを認識する。浴室に
人が入っていない場合は、通常、撮像画像は静止画状態となるから、撮像信号認識部は、
周期的に入力される撮像画像同士を照合し、画像の変化が検出されると、浴室に動体（入
浴者）が入ったと認識する。逆に画像が変化している状態から画像の変化がなくなった状
態が検出されると、浴室から動体（入浴者）が出て行ったと認識する。
【００８９】
図１１は、この第４実施形態にかかる浴室システムの制御動作を示すフローチャートであ
る。同図によると、計測側マイコン４３は、入浴者が浴室内に入室したか否かを判別する
（Ｓ３１）。具体的には、計測側マイコン４３は、人体検出センサ５４の検出出力に基づ
いて入浴者の入室の判別を行う。
【００９０】
計測側マイコン４３は、入浴者が浴室内に入室したと判別した場合（Ｓ３１：ＹＥＳ）、
入浴者が入浴中であるか否かを判別する（Ｓ３２）。具体的には、計測側マイコン４３は
、水位センサ５の検出出力を監視し、水位センサ５が急激な水位上昇を検知したことに基
づいて入浴者が浴槽Ｂ内にはいったこと、すなわち、入浴中であると判別する。計測側マ
イコン４３は、入浴者が浴室内に入室したと判別するまで、ステップＳ３１の処理を繰り
返す。
【００９１】
入浴者が入浴中であると判別した場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、計測側マイコン４３は、入浴
者の動きがあるか否かの判別を行う（Ｓ３３）。具体的には、計測側マイコン４３は、人
体検出センサ５４および撮像信号認識部の検出出力を監視し、人体検出センサ５４が入浴
者の動きを検知したことに基づいて判別を行う。
【００９２】
　入浴者の動きが と判別した場合（Ｓ３３：ＹＥＳ）、入浴者の心拍を検出する（Ｓ
３４）。すなわち、計測装置４において心拍電極６の検出出力に基づいて入浴者の心拍数
が求められる。このように、入浴者の浴槽Ｂ内における動きがないと検出した後、心拍数
を計測するようにすれば、心拍電極６は、入浴者の浴槽Ｂ内における動きがないことから
ノイズの少ない良好な心拍信号を取り入れて、より正確に心拍信号の検出を行うことがで
きるので、異常報知の精度をより高めることができる。一方、入浴者の動きが と判別
しない場合（Ｓ３３：ＮＯ）、ステップＳ３１に戻る。
【００９３】
次いで、計測側マイコン４３は、計測された心拍数が所定の範囲内にあるか否かを判別す
る（Ｓ３５）。ここで、所定の範囲とは、一般に、心拍数が正常であると判断できる位の
心拍数の範囲をいう。計測された心拍数が所定の範囲外にある場合（Ｓ３５：ＮＯ）、す
なわち、入浴者が入浴中でありかつ入浴者の動きがない場合であって、心拍数が所定の範
囲外にあると、入浴者に何らかの異常が発生したとして浴槽Ｂ内の湯水を排水する（Ｓ３
６）。すなわち、計測側マイコン４３は、入浴者に何らかの異常が発生した旨を本体側マ
イコン１２に送信する。本体側マイコン１２は、心拍数に異常がある旨の信号を計測側マ
イコン４３から受け取ると、自動排水栓５１を閉状態から開状態にして、浴槽Ｂ内の湯水
を即座に排水するように制御する。
【００９４】
その後、計測側マイコン４３は、台所リモコン２の表示部２３および浴室リモコン３の表
示部３３において異常表示をさせるとともに、台所リモコン２のスピーカ２４ｅおよび浴
室リモコン３のスピーカ３４ｇから異常が生じた旨を音声出力させる（Ｓ３７）。なお、
この場合の異常表示は、たとえば入浴者が意識を失っているといった危険な状態になって
いることも推測されるため、比較的過大な異常報知を行うことが望ましい。
【００９５】
ステップＳ３５において、計測された心拍数が所定の範囲内にある場合（Ｓ３５：ＹＥＳ
）、計測側マイコン４３は、今回の入浴時に計測された心拍数と、前回の入浴時に計測さ

10

20

30

40

50

(13) JP 3979314 B2 2007.9.19

ない

ない



れた心拍数とを比較して、心拍数に異常な変化がないか否かを判別する（Ｓ３８）。すな
わち、計測側マイコン４３は、前回の入浴時に計測された心拍数をＥＥＰＲＯＭ４４に記
憶させており、今回の入浴時において心拍数を計測した後、前回の入浴時において計測し
た心拍数をＥＥＰＲＯＭ４４から読み出す。そして、両者を比較し、これらの差が所定値
未満であるか否かを判別する。ここで、所定値とは、心拍数の変化幅が正常範囲内にある
値をいう。
【００９６】
　計測側マイコン４３は、今回の入浴時に計測された心拍数と、前回の入浴時に計測され
た心拍数との差が所定値未満であると判別した場合（Ｓ３８： ）、台所リモコン２
の表示部２３および浴室リモコン３の表示部３３において、心拍数を表示させる（Ｓ３９
）。
【００９７】
　計測側マイコン４３は、今回の入浴時に計測された心拍数と、前回の入浴時に計測され
た心拍数との差が所定値以上であると判別した場合（Ｓ３８： ）、心拍数が変化した
原因が水温や水位量にあるか否かの判別を行う（Ｓ４０）。すなわち、計測側マイコン４
３は、前回の入浴時の心拍数と今回の入浴時の心拍数との差が大きい場合、通常の入浴で
あるならば差が大きくならないのにかかわらず、今回の入浴によって差が大きくなったの
ではないかと推測し、差が大きくなった原因として水温や水位量を挙げて、今回の入浴時
におけるそれらの値を確認する。そして、その確認結果に基づいて心拍数が変化した原因
が水温や水位量にあるか否かを判別する。
【００９８】
今回の入浴における水温や水位量が、通常入浴するのに適当な値である場合、心拍数が変
化した原因が水温や水位量にないと判別し（Ｓ４０：ＮＯ）、すなわち、心拍数が変化し
た原因が入浴者自身にあると判別し、入浴者が異常な状態にあるとして、その旨を台所リ
モコン２の表示部２３および浴室リモコン３の表示部３３において異常表示させる（Ｓ４
１）。これにより、たとえば台所にいたユーザは、入浴者に異常があったことを認識する
ことができ、たとえば即座に浴室に向かい入浴者を保護することができる。
【００９９】
一方、今回の入浴時における水温や水位量が、通常入浴するのに適当な値でない場合、心
拍数が変化した原因が水温や水位量にあると判別し（Ｓ４０：ＹＥＳ）、心拍数の上昇を
回避する処理を行う（Ｓ４２）。具体的には、計測側マイコン４３は、その旨の指令信号
を給湯装置本体１の本体側マイコン１２に送り、本体側マイコン１２では、たとえば浴槽
Ｂ内に水を供給し、適当な湯温や適当な水位量になるよう制御する。計測側マイコン４３
は、本処理後、ステップＳ３９の心拍数を表示させる。
【０１００】
このように、今回の入浴時に計測された心拍数と、前回の入浴時に計測された心拍数との
差が所定値以上である場合、その差の原因が入浴者自身にあるか否かを判別することがで
き、その差の原因が入浴者自身にあるときには、異常報知を行うので、各入浴者に応じた
精度の高い判別を行うことができる。
【０１０１】
なお、上記のように、人体検出センサ５４と心拍電極６とを併用する際、心拍電極６は、
浴槽Ｂ内に入浴者が静止した状態で入浴者の心拍信号を検出するが、人体検出センサ５４
は、入浴者が静止した状態であれば、入浴者は浴室内にはいないとして誤検出する可能性
がある。しかしながら、上記実施形態によれば、ステップＳ３２およびＳ３３において、
入浴者が入浴中であってかつ入浴者の動きがない場合に心拍数が検出されるので、上記の
誤検出が生じる可能性を回避することができる。
【０１０２】
また、浴槽Ｂに入る入浴者は、一人とは限らない。そこで、前回の入浴時における心拍数
を読み出すために、計測側マイコン４３は、複数の入浴者ごとに前回の入浴時における心
拍数を記憶させるようにしてもよい。具体的には、予め、入浴者によって本人であること
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のＩＤコードを、浴室リモコン３の操作部３４を通じて入力することができるようにし、
ＥＥＰＲＯＭ４４に、複数の入浴者ごとに前回の入浴時における心拍数とそのＩＤコード
を記憶させるようにしてもよい。
【０１０３】
図１１に戻り、ステップＳ３２において、入浴者が入浴中でないと判別した場合（Ｓ３２
：ＮＯ）、計測側マイコン４３は、入浴者の動きがあるか否かの判別を行う（Ｓ４３）。
具体的には、計測側マイコン４３は、人体検出センサ５４の検出出力を監視し、人体検出
センサ５４が入浴者の動きを検知したことに基づいて判別を行う。
【０１０４】
計測側マイコン４３は、入浴中でなく、かつ入浴者の動きがないと判別した場合（Ｓ４３
：ＹＥＳ）、入浴者に何らかの原因で異常が起こったと認識し、台所リモコン２の表示部
２３および浴室リモコン３の表示部３３においてその旨を表示させる（Ｓ４４）。これに
より、たとえば台所にいた入浴者以外の者は、入浴者に異常があったことを認識すること
ができ、たとえば即座に浴室に向かい入浴者を保護することができる。また、ステップＳ
４３において、入浴者の動きがあると判別した場合（Ｓ４３：ＮＯ）、ステップＳ３２に
戻る。
【０１０５】
＜第５実施形態＞
ところで、浴室側リモコン３および台所リモコン２には、図３および図４に示したように
、相手側と通話を行うための通話スイッチ２４ｄ，３４ｆが設けられている。この浴室シ
ステムでは、入浴者以外の者が台所リモコン２から浴室にいる入浴者と通話したい場合に
は、通話スイッチ２４ｄを押すことによって、それ以降、台所にいる入浴者以外の者と入
浴者とは、台所リモコン２および浴室リモコン３の間で特別な操作を必要なく通話が可能
とされている。一方、入浴者が浴室リモコン３から台所にいる入浴者以外の者と通話した
い場合には、通話スイッチ３４ｆを押した後、入浴者以外の者が台所リモコン２から通話
スイッチ２４ｄを押すことによってはじめて通話が可能とされている。
【０１０６】
これは、通常、台所から入浴者以外の者が入浴者に通話する場合、入浴者が浴室内にいる
ことは明らかである一方、浴室から入浴者が台所にいる入浴者以外の者に通話する場合、
入浴者以外の者が台所にいるとは限らないことによる。
【０１０７】
このような通話方法を有する浴室システムによれば、たとえば入浴者の状態が悪くなって
、通話スイッチ３４ｆを押すこともできない状態である場合には、入浴者は自己の状態を
たとえば台所にいる入浴者以外の者に伝えることができないといったことがある。
【０１０８】
そこで、かかる不具合を解消するために、この第５実施形態では、計測装置４が入浴者の
心拍数の異常を計測した場合、即座に通話が可能なようになるように制御される。具体的
には、計測装置４が入浴者の心拍数の異常を計測した場合、入浴者は、通話スイッチ３４
ｆを押下しなくても、浴室リモコン３と台所リモコン２との間は通話可能とされる。
【０１０９】
このようにすれば、入浴者は、通話スイッチ３４ｆを押すこともできない状態である場合
であっても、たとえば入浴者以外の者に助けを求めるために声を出せば、即座に入浴者の
状態を浴室以外の場所にいる者に知らせることができる。
【０１１０】
なお、この発明の範囲は上述した実施の形態に限定されるものではない。たとえば、給湯
装置本体１に接続される遠隔操作装置の数は、上記の実施形態に限定されるものではない
。また、上記実施形態によれば、計測装置４は、入浴者の心拍数を計測したが、これに加
えて、水位センサ５からの出力に基づいて入浴者の体脂肪率を求めるようにしてもよい。
また、給湯装置本体１、台所リモコン２、浴室リモコン３、および計測装置４は、それぞ
れ２芯ケーブル７といった有線を通じて各装置間のデータ信号が送受されたが、これに代
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えて、無線によってデータ信号が送受されてもよい。
【０１１１】
【発明の効果】
　本願発明によれば、

【図面の簡単な説明】
【図１】本願発明の第１実施形態にかかる浴室システムを示す概略構成図である。
【図２】図１の浴室システムの電気的構成を示す図である。
【図３】台所リモコンの正面図である。
【図４】浴室リモコンの正面図である。
【図５】信号処理部の内部構成を示す図である。
【図６】第１実施形態にかかる浴室システムの制御動作を示すフローチャートである。
【図７】第２実施形態にかかる浴室システムを示す概略構成図である。
【図８】第３実施形態にかかる浴室システムの電気的構成を示す図である。
【図９】第３実施形態にかかる浴室システムの制御動作を示すフローチャートである。
【図１０】第４実施形態にかかる浴室システムを示す概略構成図である。
【図１１】第４実施形態にかかる浴室システムの制御動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　　給湯装置本体
２　　台所リモコン
３　　浴室リモコン
４　　計測装置
５　　水位センサ
６　　心拍電極
１２　　本体側マイコン
２３　　表示部（台所リモコンの）
２４ｅ　スピーカ（台所リモコンの）
２５　　台所側マイコン
３３　　表示部（浴室リモコンの）
３４ｇ　スピーカ（浴室リモコンの）
３５　　浴室側マイコン
４３　　計測側マイコン
Ｂ　　浴槽
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入浴時の心拍数が前回の入浴時の心拍数に比べ、所定値以上上昇し
ている場合には、心拍数が上昇した原因が水温や水位量にあるか否かが判別される。心拍
数が上昇した原因が水温や水位量にあると判別されたとき、回避処理手段によって心拍数
が上昇した原因を回避する処理、すなわち、水温や水位量を適当な値になるような処理が
施される。そのため、入浴者の入浴中における事故を未然に防止することができるととも
に、各入浴者に応じた精度の高い判別を行うことができる。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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